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社会保険協会からのお知らせ 社会保険協会からのお知らせ

「社会保険事務講習会」開催のお知らせ「社会保険事務講習会」開催のお知らせ
　愛知県社会保険協会では、下記の日程で社会保険事務講習会を開催いたします。
　新しく社会保険に加入されました事業所の方、社会保険事務担当者が交代されました事業所の方など、受
講をご希望の皆様のお申し込みをお待ちしております。

◆開催日時・会場

◆講習内容

各会場とも午後2時開始、午後4時15分終了予定（受付：午後1時30分から）

開 催 日
1月12日（金）
1月15日（月）
1月18日（木）
1月19日（金）
1月23日（火）
1月24日（水）
1月26日（金）
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尾張一宮駅前ビル（i-ビル）２階 大会議室
愛知県産業労働センター（ウインクあいち）中会議室1201
愛知県産業労働センター（ウインクあいち）中会議室1201
豊橋商工会議所　406会議室
刈谷市総合文化センター（アイリス）501～503講座室
愛知県産業労働センター（ウインクあいち）中会議室1201
栄ガスビル 5階 キングルーム

一宮市栄3－1－2
名古屋市中村区名駅4－4－38
名古屋市中村区名駅4－4－38
豊橋市花田町字石塚42－1
刈谷市若松町2－104
名古屋市中村区名駅4－4－38
名古屋市中区栄3－15－33

会　　　　場 所　在　地 定員（名）

講習会は各会場とも同じ内容で行いますので、ご都合のよい日をお選びのうえお申し込みください。

1．社会保険制度の仕組みについて　2．健康保険・厚生年金保険の適用、保険料について
3．健康保険給付の手続きについて

◆受 講 料　無　料 ◆申込期限　12月 8日（金）

◆申込資格 ○2023年度の社会保険協会費を納入していただいた会員事業所の方
○2023年 1月から 7月までの間に新規適用となった事業所の方
（申し込みは、 1事業所1名様とさせていただきます。）

◆講　　師　社会保険労務士
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　口座振替の手続きがお済みでない事業所様には、預金口座振替依頼書用紙を同封しております。
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　愛知県社会保険協会の年会費につきまして、会員事業所様の利便性の向上を図るために、口座振替に
よる納入方法を導入しています。
　　※払込票は、令和6年度より「郵便局・コンビニ」のみの取り扱いに変更させていただきます。
　　なお、銀行等でのお支払いを希望される場合は、振込手数料はお客様負担とさせていただきます。
　　ぜひこの機会に口座振替をご検討いただきますようご案内申し上げます。
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※申込者多数の場合は、抽選とさせていただきます。

Ķݗಶୱཅ२ķ発行のご案内
　愛知県社会保険協会が契約している下呂温泉・ぎふ長良川温泉の各旅館にご宿泊の際、「助成券」を利用すると、
１泊につき500円割引（他の割引や特別料金との併用可）となります。
　なお、下呂温泉のお申込期限は2023年12月8日到着分まで、ご利用は2023年12月31日宿泊分までです。
　お早めにお申込みください。

下呂温泉・
ぎふ長良川温泉

※申込方法（申込書様式）等詳しいことは、愛知県社会保険協会のホームページをご覧ください。
　または、FAX（052-678-7334）にてご連絡いただければ、申込書等をFAXでお送りいたします。（必ず貴事業所のFAX番号を記入してください。）

※申込方法（申込書様式）等詳しいことは、愛知県社会保険協会のホームページをご覧ください。
　または、FAX（052-678-7334）にてご連絡いただければ、申込書等をFAXでお送りいたします。（必ず貴事業所のFAX番号を記入してください。）

①愛知県社会保険協会のホームページ（入会のご案内、会費・変更届）より「口座振替依頼書」（PDF）
をプリントアウトする。
②口座情報等を記入し、金融機関お届出印を押印する。
③愛知県社会保険協会へ送付する。（事業所様で控が必要な場合は、
　送付前にコピーをして控としてください。） 申込期限：2024年 2 月15日（木）

プライマリ・ヘルス・ケア
名古屋市立大学大学院看護学研究科　国際保健看護学　教授　樋口　倫代

　今年は「アルマアタ宣言」（1978年9月12日）から
45周年でした。
　アルマアタは地名です。現在のカザフスタンにあり、
今はアルマティと呼ばれています。45年前にそこで、
世界保健機関（WHO）とユニセフの共催によるアルマ
アタ会議という国際会議が開催され、宣言が出されま
した。当時のWHO加盟国のほとんどである143カ国と
国際機関やNGOなど67機関が参加したと報告されてい
ます。冷戦中に、ソ連国内で開催されたという点でも
画期的だったようです。
　会議では、「すべての人が健康になるにはどうしたら
いいのか？」が話し合われ、プライマリ・ヘルス・ケ
ア（Primary Health Care、以下PHC）がその戦略と
して打ち出されました。
　アルマアタ宣言は10章から成っています。1章は、
健康は基本的人権であることを「再確認」しています。
第二次世界大戦後の1948年、WHOが「健康」の定義
を公表し、健康を享受することはすべての人にとって
の基本的人権であることを世界中で確認しました。そ
れから30年、この基本的人権がすべての人には守られ
ていない当時の現状がアルマアタ会議の背景と言えま
す。2章は、先進国と開発途上国の間や、それぞれの
国内に存在する健康の不平等について「政治的、社会的、
経済的に許しがたいほど大きい。」と強い表現で述べて
います。
　第二次世界大戦後、医学・医療技術は飛躍的に進歩
しました。一方、戦後からそのころまでに多くの国が
独立し、経済開発、社会開発が行われました。冷戦下
ということもあり東西陣営は、独立した国々など開発
途上国にさかんに開発援助をしたそうです。その一環
として、開発途上国にも大きい病院が建てられ、近代
的医療従事者の養成が行われました。それなのに、そ
の恩恵を受けているのはごく一部の人たちだけ…そん
な状況があったようです。
　3章は健康における経済・社会開発の役割を、4章は
個人の役割を述べています。個人は、健康に関わる計
画と実践に参加する権利と義務を有しているとしてい
ます。そして、5章で「2000年までにすべての人に健
康を」という目標とPHCがそのための鍵であることを
示しています。
　PHCとは何なのかについては6章に書かれています。
「必要不可欠なヘルス・ケアである」に続いて、どの
ようなヘルス・ケアかを修飾するフレーズをどんどん
つなげて説明しています。この長い文章を、とてもわ
かりやすく紹介しているすぐれた日本語訳はたくさん
ありますが、ここではあえて箇条書きにしてみます。
・ 実際に役に立ち、科学的根拠があり、社会に受け入
れられる方法と技術に基づいている

・ その方法と技術はコミュニティの個人と家族にとっ
てあまねく利用可能である

・ 十分な住民参加によって行われる
・ いかなる開発段階でもコミュニティと国が維持して
いけるコストである

・ 自信と自己決定の精神に則っている

　さらに、「人びとの生活の場や職場にヘルスケアをで
きるだけ近づけ、継続するヘルスケアプロセスの第一
歩となるものである。」としています。
　引き続き7章で、PHCに必要とされることを7項あ
げて説明しています。特に、地域と住民の参加、資源
の有効活用と適正技術の使用はPHCの重要な原則とさ
れています。また、保健分野だけでなく、農業、畜産、
食糧、工業、教育、住居、公共事業、通信、など多く
の分野との協調を求めているのもPHCの特徴です。具
体的活動としては、健康教育、食糧供給と適切な栄養
の促進、安全な水の供給と基本的な衛生、母子保健、
予防接種、地域で流行している感染症の予防と対策、
よくある疾患やケガの治療、必須医薬品の供給を含む
としています。
　宣言から少し外れますが、アルマアタ会議を牽引し
た一人とされる当時のWHOのトップ、マーラー医師は、
その3年前に行った講演で、人びとが医療技術に必要
以上の依存をするようになってしまったことを指摘し
ています。そして、医療技術は医学的に効果が証明さ
れている必要がありますが、それぞれの状況にふさわ
しいものかどうかも吟味されるべきだ、と説いていま
す。当時下痢による脱水は子どもの主要死因の1つで
した。その治療として経口補水液が有効であることは
証明されていました。それでは、「補水センター」のよ
うな施設を建てて、医療スタッフを配置すればいいの
か？ 「̶各家庭の母親たちが手に入れられるような補
水塩を作る方が役に立つ」、「下痢が起こることにも、そ
の治療にも何の秘密もない」̶これは、PHCの原則を
端的に説明していると思います。
　宣言に戻ると、8章で各国政府の責務、9章で国際社
会の責務を示し、結びの10章で世界に行動を呼びかけ
ています。結びでは、世界の資源が軍備や軍事紛争に
使われていることにも触れ、平和や軍縮が健康のため
の資金を生み出すことができるとまで言及しています。
PHCは、社会生活における健康の重要性と、それを実
現するための健康を中心とした社会システムの構築を
求めており、保健政策や理念にとどまらない、ひとつ
の社会思想であるとも言われています。
　アルマアタ宣言から45年が経過しました。7章に示
されたPHCの具体的活動内容では、母子保健や感染
症に焦点があたっていますが、現在開発途上国も含め
て、健康の主要課題は慢性疾患や高齢化にシフトして
きています。この45年間で医療技術はさらに進歩して
います。下痢による脱水に比べてはるかに複雑な疾患
のメカニズムがどんどん解明されています。それでは、
PHCは過去のものなのでしょうか？
　当時から形を変えてはいても、健康の不平等の問題、
医療技術への過剰な依存の問題、保健医療コストの問
題などは存在し続けています。そして、それらと少し
別の視点となるかもしれませんが、アルマアタ宣言が
健康への影響を指摘した平和は今も実現していません。
　PHCは、今でも、もしくは今こそ、さまざまな角度
から健康と社会のあり方を考える際に必要なのではな
いでしょうか。（文中の斜体は筆者訳）


